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コニカミノルタグループ 

基 本 経 営 戦 略 
                                      ２００３年８月２８日 
                             コニカミノルタホールディングス株式会社 
 
 
 
本年、８月５日、コニカ株式会社とミノルタ株式会社は経営統合し、新統合持株会社「コニカミノルタホー

ルディングス株式会社」（代表執行役社長 岩居文雄）が発足し、新たにコニカミノルタグループが誕生いた

しました。 
新会社「コニカミノルタホールディングス株式会社」は、持株会社としてグループを統括し、事業ポートフ

ォリオ経営を推進するとともに、経営の透明性を高め、企業価値の最大化を目指してまいります。 
 
コニカミノルタのグループは、「新しい価値の創造」を経営理念とし、「イメージングの領域で感動創造を与

え続ける革新的な企業」、「高度な技術と信頼で市場をリードするグローバル企業」を経営ビジョンとしてお

ります。また、イメージングの世界でお客様に必要不可欠なものを提供し、必要不可欠な企業であることを

目指しており、「The essentials of imaging」を企業メッセージとしております。 
そのために「事業の主力分野でトップポジションを獲得すること」「強靱な財務基盤を持ち継続的発展を果 
たすこと」「グローバルな視点を持ってオープン、フェアな風土を創ること」「世界に誇れる技術と着想力を 
持つこと」を 4つの基本姿勢としてまいります。 
また、イメージングの領域において、市場をリードする企業を目指し、過去の成功体験や習慣にとらわれず

に、お客様の視点に立ち、自らの価値を高め、常に変革し続ける人材の集団であることを目標としてまいり

ます。 
 
本年１０月１日には、統合効果とシナジーが最大になるようグループ内の事業を再編・統合し、持株会社の

もと、６事業会社と２共通機能会社の新しい企業グループを形成したします。 
このたび、コニカミノルタグループの経営統合後、初めてとなりますが、「基本経営戦略」がまとまりました

のでお知らせいたします。 
 
 
 

■グループ経営の重点戦略  

１．事業ポートフォリオ経営の徹底 
（１） 中核事業(ＢＴ)、戦略事業(ＯＴ)、構造転換事業(ＰＩ／ＣＡ)と、事業毎にメリハリのある位

置づけを行い、経営資源の傾斜的資源配分を行います。 
（２） 各事業の業績変動を分散させ、グループ全体の持続的安定成長を目指すなど、最適な事業ミ

ックスの構築を進めます。 
 
２．他社の模範となるグループガバナンス運営の推進 
  （１）経営の監督と執行の分離を徹底し、透明性の高い経営を実践いたします。 

 
３．イメージング領域におけるコニカミノルタブランドの浸透 
  （１）市場のニーズを具現化した独創的な商品の提供を高度な技術で実現いたします。 
  （２）高速フルカラー複合機（ＭＦＰ）＜５０枚機＞の０３年９月発売を手始めに、コニカミノルタ

ブランドの新製品を随時、投入してまいります。 
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４．グループの重点技術戦略の推進 
（１）開発技術者の集結を進め、ナレッジマネジメントの強化、技術シナジー効果の促進を進めると 

ともに、「イメージング文化研究所」を新設し、イメージング領域でのライフスタイル、ビジネ

ススタイルの先取りを進め、独創的な商品、事業の創出を図ります。 
（２）光学技術、ナノ技術、画像技術、材料技術などのコア技術を融合、進化させ、独自の素材、 

キーデバイスを生み出し、差別化された商品の開発を支えてまいります。 
 

５．人事理念にもとづいた実力人事の実施 
（１） 実力主義を基本に、適材適所の徹底を進めます。 

 
 ６．企業の社会的責任重視 
   （１）地球環境を重視いたします。 
   （２）高い企業倫理を維持いたします。 
   （３）透明性の高い企業活動をいたします。 
   （４）企業価値を高め、高株価と安定配当で株主に貢献いたします。 
 
 
 
 
■各事業戦略について 
            ＊各事業（会社）は、略号を使用しています。詳細は後記《資料３》をご参照く

ださい。 

ＢＴ 

【ミッション】 
 コニカミノルタの中核事業として、事業拡大と収益・キャッシュフローを創出してまいります。 
【主な戦略】 
（１） 複合機(ＭＦＰ)とプリンタを核とし、カラー、高速デジタル分野に重点を置いてまいります。 
    狙いとする顧客をフォーカスし、開発、生産、販売の一貫したマーケティングで、ターゲット市場で 
       のＮｏ．１を実現してまいります。 
（２）ネットワークソリューションを強化し、付加価値の高い商品・サービスの提供を推進いたします。 
（３）重合法トナーを核とし、サプライ事業を確立し、収益の向上を進めます。 
（４）重合法トナーの外販、カラーＬＢＰ/ＭＦＰのＯＥＭビジネスの積極的な展開により、事業拡大を図り

ます。 
（５）競争力の更なる強化のため、戦略的アライアンスを仕掛けてまいります。 
 

ＯＴ 

【ミッション】 
 コニカミノルタグループの戦略事業として位置づけ、世界最強の光学デバイス企業を実現します。 
【主な戦略】 
（１）OC（ｵﾌﾟﾃｨｶﾙｺﾝﾎﾟｰﾈﾝﾂ）事業、ﾚﾝｽﾞﾕﾆｯﾄ事業、ﾏｲｸﾛﾚﾝｽﾞ事業、MCU（ﾏｲｸﾛｶﾒﾗﾕﾆｯﾄ）事業および 
   電子材料事業に注力しオプト事業の拡大と利益拡大を図ります。 
（２）技術と特許により、OC事業（光ﾋﾟｯｸｱｯﾌﾟﾚﾝｽﾞ）の収益の維持を図ります。 
（３）レンズユニット事業の拡大と収益性の向上を目指します。 
（４）マイクロレンズ、ＭＣＵ事業の垂直立ち上げを図ります。 
（５）電子材料事業は、拡大する大型ＬＣＤ市場において、ＴＡＣ・ＣＡＰ・ＡＲフィルムの三位一体で事

業展開を推進いたします。 
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ＰＩ・ＣＡ 

入力から出力までをひとつのシステムとしてＰＩ、ＣＡのシナジーが発揮できる事業を構築してまいります。 
ＰＩ 
【ミッション】 
 銀塩フォト事業の構造改革と新しい事業への転換による収益確保を図ります。 
【主な戦略】 
（１）銀塩事業は地域別の戦略を進め、銀塩フォトの成長地域では、より一層の販売拡大を進めるとともに、

成熟地域での徹底した構造改革を継続してまいります。 
（２）バリューチェーン別に個別事業を展開し、売上・収益の確保を図ります。 
ＣＡ 
【ミッション】 
ＤＳＣ（ﾃﾞｼﾞﾀﾙｽﾁﾙｶﾒﾗ）を機軸に事業拡大を目指してまいります。 
【主な戦略】 
（１）強みが発揮できるＤＳＣの４つのカテゴリー（薄型ｺﾝﾊﾟｸﾄ、小型高画素、低価格高倍率ｽﾞｰﾑ、ﾚﾝｽﾞ一

体型高機能）でＮｏ．１ポジションを獲得してまいります。 
（２）欧州での販売力と自社生産力（中国）を活かし、事業拡大と収益力強化を図ります。 
 

ＭＧ 

【ミッション】 
安定事業と位置づけ、ドライ・デジタル商品の積極展開により収益を確保を図るとともに、サービスを収益

源とする事業構造に転換を進めてまいります。 
【主な戦略】 
メディカルイメージング 
（１）ドライイメージャ・CRの拡販によるフィルムのシェアアップを推進してまいります。 
（２）海外での積極的事業展開（欧米、中国、ロシア）を図ります。 
（３）フィルムの需要鈍化に向けた新規事業の立ち上げと、既存フィルム市場の縮小に対応した事業体制の

構築してまいります。 
グラフィックイメージング 
（１） 海外でのフィルムのシェアアップ（中国、ｱｼﾞｱ、中近東）を推進してまいります。 
（２） 国内での直販拡大により、収益の確保を図ってまいります。 
 

ＳＥ 

【ミッション】 
非接触３次元形状計測分野への集中による安定収益の確保を図ってまいります。 
【主な戦略】 
（１） ３次元形状計測商品のラインアップ拡充により、売上の拡大を図ります。 
（２） 自社ｿﾌﾄと他社ｿﾌﾄの融合により、ソリューション提供力をアップしてまいります。 
 
 
 
 
 
 

本件に関するお問い合わせ先 
コニカミノルタホールディングス株式会社 広報Ｇ 

TEL：０３－６２５０－２１００ 
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《資料１》 

■各年度の戦略             統合完了 

                        ▼ 
２００３年度 ２００４年度   ２００５年度  ２００６年度 

 
◆分社・持

株会社化 
 
◆ 委 員 会

等 設 置 会

社 
 
◆ 構 造 改

革・関係会

社再編 
 
 

◆経営統合（03.8.5） 
 

◇事業再編完了 
  

 
◇新ブランドの認知度向上と

定着化 
 
 

◇経営インフラ整備・拡充 
（IT、人事制度、会計ｼｽﾃﾑ等） 

 

 
 
◇ジャンルトップ分野数 
 の増 
◇高収益の実現 
 
◇更なる財務体質の改善 
 
 
 
 
 
 

 
 
◇更なる成長戦略の推進 
 
◇世界のコニカミノルタ

へ飛躍 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
■グループ連結計数目標＊  

                                【億円】 
 ２００２年度 ２００３年度 ２００４年度 ２００５年度 
売上高 １０，８７２ １１，４２０ １２，０００ １３，０００ 
営業利益       ７７２            ６６５       ９３０         １，４５０ 
当期利益       ２９１        ２３５       ３００            ６５０ 
ＦＣＦ       ９２９            １００        ２６０            ５３０ 
投資・融投資       ４５４            ５３０            ５５０            ６００ 
有利子負債     ３，２２８     ３，１００     ３，０００     ２，５００ 
営業利益率      ７．１％      ５．８％      ７．８％     １１．２％ 
ＲＯＥ     １２．２％      ６．６％ ７．８％     １４．７％ 
ＲＯＡ      ３．３％ ２．４％      ３．０％      ６．４％ 

為替レート：ＵＳ＄１１５円、ＥＵＲＯ１２０円 
＊連結調整勘定（暖簾代・概算）：１０００億円を含んでいます。 
暖簾代償却費：５０億円/年間（２０年償却）は販売費、一般管理費に計上いたします。 
２００２年度、２００３年度は、コニカ株式会社、ミノルタ株式会社の合算値です。 

 
 
 
■統合による費用と効果の推移 
０３年～０５年度統合費用と効果の推移                          【億円】 

    ０３年度    ０４年度    ０５年度 
統合費用 

（内販管費項目） 
△２１０ 

(△１２０) 
△２３０ 

(△１３０) 
△４０ 

(△３０) 
  統合効果    １０  ２１０ ３４０ 
  販売ロス △５０ △５０ ０ 
販売拡大（販売ｼﾅｼﾞｰ含む） ０ １００ ３４０ 

営業利益への影響  △１６０ １３０ ６５０ 
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《資料２》 
■ 各社別計数目標 

【億円】      

  ２００２年実績 ２００３年計画 ２００５年計画 
売上高     ５，９４７     ６，１７０ ７，０００ ＢＴ 
営業利益       ５２６          ４５５       ９００ 
売上高           ５４１ １，０８０ １，２００ ＯＴ 
営業利益 １２４ １２０ ２００ 
売上高 １，６３１ １，６６０ １，５００ ＰＩ 
営業利益 ８３ ４０ ９０ 
売上高 １，１７６ １，６１０ ２，０００ ＣＡ 
営業利益 ２１ ５８ １２０ 
売上高 １，１７４ １，５３０ １，４００ ＭＧ 
営業利益 ９３ ９０ １３０ 
売上高 ９７ １０５ １３０ ＳＥ 
営業利益 ２０ ２０ ３０ 
売上高 ３０６ △７３５ △２３０ ＨＤ（ホールディングス） 

連結調整含む 営業利益 △９５ △９３ ３０ 
売上高 １０，８７２ １１，４２０ １３，０００ 全社目標 
営業利益 ７７２ ６９０ １，５００ 

＊為替レート：ＵＳ＄１１５円、ＥＵＲＯ１２０円                 
＊売上：各事業会社間の取引を差し引いたＮＥＴの金額 
＊暖簾代を除いています。 
 
 
■人員計画について 
（１）重複機能・重複会社統合による人員合理化の実施 
（２）強化領域（販売・開発）の資源強化、資源シフト（職種転換含む） 
（３）グループ人員 約４５００名を削減 
   ・０２年 9月末人員 ：約３８，３００名 
   ・０６年３月末人員 ：約３３，８００名 
 
 
■設備投資と配分について 
０３年度から０６年度（４年間）で１，６２０億円の設備投資を実行する予定です。 
事業別の投資配分は、ＢＴ、ＯＴに重点投資をいたします。以下、各事業別に継続的事業投資、戦略投資に

分類した計画であります。 
継続的事業投資 ２８０億円 ＢＴ 

  
６５０億円 

戦略投資 ３７０億円 
継続的事業投資 ３０億円 ＯＴ ３３０億円 
戦略投資 ３００億円 
継続的事業投資 ２００億円 ＰＩ/ＣＡ    ３００億円 
戦略投資 １００億円 
継続的事業投資 ６０億円 ＭＧ    １５０億円 
戦略投資 ９０億円 

ＨＤ/２共通機能
会社 

   １９０億円   

合計   １，６２０億円   
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                                          《資料３》 
 

コニカミノルタグループ 

持株会社・事業会社・共通機能会社の社名略号表記および主な事業内容について 
 
リリース本文および資料にて使用している持株会社・事業会社・共通機能会社の略号、正式社名および

主な事業内容は、以下のとおりです。 
 
 

 略号     正 式 社 名        主な事業内容 
 ＨＤ ｺﾆｶﾐﾉﾙﾀﾎｰﾙﾃﾞｨﾝｸﾞｽ株式会社 持株会社（ｸﾞﾙｰﾌﾟ経営戦略の策定・推進、ｸﾞﾙｰﾌﾟ

経営の監査・管理等） 
ＢＴ ｺﾆｶﾐﾉﾙﾀﾋﾞｼﾞﾈｽﾃｸﾉﾛｼﾞｰｽﾞ株式会社 複写機、ﾌﾟﾘﾝﾀ、ﾏｲｸﾛﾌｨﾙﾑ用読取/出力機器・ﾌｧｸ

ｼﾐﾘ及び関連消耗品等の製造、販売並びに関連ｻｰ

ﾋﾞｽの提供 
 ＯＴ ｺﾆｶﾐﾉﾙﾀｵﾌﾟﾄ株式会社 光学製品・関連機器及び電子材料等の製造、販売 
 ＰＩ ｺﾆｶﾐﾉﾙﾀﾌｫﾄｲﾒｰｼﾞﾝｸﾞ株式会社 一般用及び業務用写真感光材料、証明写真、ｲﾝｸ

ｼﾞｪｯﾄﾒﾃﾞｨｱ、関連機器等の製造、販売並びに関

連ｻｰﾋﾞｽの提供 
 ＣＡ ｺﾆｶﾐﾉﾙﾀｶﾒﾗ株式会社 ﾃﾞｼﾞﾀﾙｶﾒﾗ、ﾌｨﾙﾑｶﾒﾗ、ﾚﾝｽﾞ等写真機器等の製造、

販売並びに関連ｻｰﾋﾞｽの提供 
 ＭＧ ｺﾆｶﾐﾉﾙﾀｴﾑｼﾞｰ株式会社 医療・印刷用ﾌｨﾙﾑ、処理機器等の製造、販売並び

に関連ｻｰﾋﾞｽの提供 
 ＳＥ ｺﾆｶﾐﾉﾙﾀｾﾝｼﾝｸﾞ株式会社 写真用・産業用・医療用計測機器等の製造、販売 
 ＴＣ ｺﾆｶﾐﾉﾙﾀﾃｸﾉﾛｼﾞｰｾﾝﾀｰ株式会社 研究開発の受託、新規技術の事業化推進及び知的

財産の管理・運営ｻｰﾋﾞｽ提供事業等 
 ＢＥ ｺﾆｶﾐﾉﾙﾀﾋﾞｼﾞﾈｽｴｷｽﾊﾟｰﾄ株式会社 各種経営支援、間接機能ｻｰﾋﾞｽの提供事業等 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


